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　奈良県産業振興総合センターでは、県内事業者の皆様との共同研究制度を設
けています。環境技術支援科では、セルロースナノファイバー(CNF)を活用したプ
ラスチック材料の開発研究を株式会社𠮷川国工業所(葛城市)と共同で実施し、材
料分析や物性評価を通じてCNF複合材料を活用したコンテナやワイン台、ブラシ
の実用化に貢献しました。

CNF複合材料が実用化されました。

奈良県産業振興総合センター　なら技術だよりNo.191（2024.10）

研究シーズ集（2024年度版）を発行しました

　当センターでは、研究成果や技術シーズを多くの皆様に知って
いただけるよう、研究シーズ集を発行しています。研究シーズ集に
は、「研究の概要」、「アピールポイント」や「用途・適用分野」を掲
載しています。
　このたび、2024年度版を作成しました。下記サイトで閲覧いた
だけるほか、印刷物は当センターの交流サロンで頒布しています。
　是非一度ご覧ください。

【掲載URL】https://www.pref.nara.jp/64263.htm

　7ページでご紹介した「化学分析One to Oneセミナー」を下記の日程で開催します。
　本セミナーは、令和3年度から毎回テーマを変えて企画しており、第8回目となる今回は、
「赤外分光法による分子構造解析」という内容です。赤外分光法は、当センターの開放機器
を利用して行える異物調査においては欠かせない分析手法の一つですので、県内で研究開
発や品質管理業務に携わられている皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

【日　時】: 令和６年11月6日（水）
　　　　　①10：0０～１１：3０、 ②１3：0０～１４：３０、 ③15：0０～１6：3０
【場　所】: 奈良県産業振興総合センター（奈良市柏木町129-1）
【対　象】: 県内事業所で研究開発や品質管理業務に従事されている方
【定　員】: 各回1名限定　※定員に達した時点で締め切ります。
【参加費】: 無料
【機　器】:フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 日本分光(株) FT/IR6600
【内　容】: 試料の前処理や測定方法、赤外吸収スペクトルの解析方法 など
【講　師】: 奈良県産業振興総合センター 環境技術支援科　近藤
【詳細・申込みURL】: https://www.pref.nara.jp/item/314685.htm#itemid314685
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１．身近な環境・エネルギー問題
　今夏も連日のように猛暑日を記録する
など、地球温暖化を肌で感じるようになっ
ています。その原因とされている温室効果
ガスの一つが二酸化炭素（CO2）で、CO2
の排出量と吸収量を均衡させて正味ゼロ
にする「カーボンニュートラル」の実現に向
け、企業においてもCO2排出量を減らす取
り組みや技術開発が求められています。
　また、2011年の東日本大震災で原発の
安全神話が崩壊し、汚染水や燃料デブリな
ど行き場のない放射性廃棄物の問題が浮
き彫りになりました。技術導入時には、目先
の利便性やコスト面が注目されがちです
が、環境への負荷を最小限にとどめて、製
造から廃棄までを将来に亘り安全に行え
ることが、技術開発の前提条件であると思
います。

２．次世代太陽電池とは
　CO2を排出する火力発電や、原発に依
存しないクリーンな発電手段として、太陽
光、水力、風力などの再生可能エネルギー
を利用した発電や、光、熱、振動、電磁波な
ど身の回りの微弱なエネルギーを電気エ
ネルギーに変換する環境発電が注目され
ています。そのうち、当科で技術支援実績
のある次世代太陽電池についてご紹介し
ます。
　次世代太陽電池に
はいくつか種類があ
る中で、高い出力電
圧と変換効率で近年
注目されているのが、
ペロブスカイト太陽
電池です。有機・無機
分子から構成される
ペロブスカイト結晶
が発電に寄与しており、塗布や印刷で作製
可能です。そのため、現在主流のシリコン
系太陽電池よりも製造時の低コスト化が
見込まれるほか、フィルムのように薄く軽
量であることから、多方面での活用が期待

されています。
　このように有望なペロブスカイト太陽電
池ですが、耐久性に課題があります。ペロ
ブスカイト結晶は水分に弱いため、厳格な
封止が必須です。また、現状、高い変換効
率が出るペロブスカイト材料には、鉛が用
いられています。有害な鉛の代わりに同族
元素のスズを用いる検討なども試みられ
ていますが、鉛を超える材料は見いだされ
ていません。鉛を用いて製品化する場合
は、環境への流出が無いよう設置場所の
考慮や、廃棄時にメーカーが回収する仕
組みづくりも必要になります。

３．技術支援事例
　次世代太陽電池の技術支援では、電解
質材料の合成や、試作品の分析評価を
行っています。電解質材料の合成では、環
境に配慮して薬品を選定し、合成品の純
度を高めるためのプロセスを検討していま
す。また、複数の薄膜が積層されている太
陽電池の断面構造の確認は重要で、切り
出した断面を「イオンミリング装置」で平
滑に加工し、「電界放出型走査電子顕微
鏡」で積層構造の観察や膜厚測定、元素
分析を行うことで、欠陥の有無などを評価
しています。

４．技術相談をお待ちしています
　上記のような化学合成や機器分析の技
術は、太陽電池に限らず幅広い分野で活
かすことができます。当科の7名のメン
バーは、それぞれが得意技術を磨いて、共
同研究などを通じて環境技術の支援に注
力していますので、企業の皆さまからのご
相談をお待ちしています。

１．はじめに
　近年、ＩｏＴやロボットを活用したものづく
りのスマート化（自動化）に注目が集まって
いる。その中でも、製品の検査工程の自動
化は、製品の品質を保つ上で重要である。
しかし、本県製造業の事業所数で最も多い
「プラスチック製品製造業」の製品は透過
性が高く製品内部で光が反射するため、検
査の自動化が難しいとされている。

２．様々な条件下での画像検査
　画像検査は画像の撮影と、形状や外観
が品質基準を満たしているかを判定する
画像の処理を組み合わせた検査である。
そのため、検査したい箇所を鮮明に撮影す
ることが、画像処理の精度を向上させるた
めに重要である。
　以下に透過性の高い物質（ガラス片）の
外形（輪郭）検査事例を参考に、撮影条件
が外形の写り方に及ぼす影響を紹介す
る。
　まず、自然光下で撮影した結果を図１に
示す。この条件で撮影すると光が物質内
部で反射し、外形が鮮明に撮影できないこ
とがわかる。

　続いて、直進性を高めた光を背面から
照射した結果を図２に示す。物質内部での
反射を抑制して撮影でき、外形が鮮明に
撮影できる。
　最後に、図２の条件に加え、暗室にて撮
影した結果を図３に示す。暗室で撮影する

ことで、自然光による光が遮られ、外形が
より鮮明に撮影できる。

　このように同じ物質でも撮影条件が、外
形の写り方に影響を与え、後の画像処理
の精度に影響を与える。

３．さいごに
　画像の撮影条件は、撮影したい物性（撮
影が難しいとされる反射性の高い物質）
や、箇所（傷の有無）により異なる。撮影条
件を最適化し、検査したい箇所を鮮明に撮
影することが、画像検査の精度を高めるこ
とにつながる。
　また、画像検査の技術は検査結果を機
械（ロボットやドローンなど）に伝え、制御
をすることで、様々な分野への応用ができ
る。画像を利用した検査をはじめ、工場を
スマート化したい、ものづくりに応用をした
いと考えられている方はデジタル技術支
援科にご相談ください。

環境技術支援科の研究トピックス　～次世代太陽電池～ ＜話題＞可視光透過性が高い材料の形状評価に関する研究

電界放出型走査電子顕微鏡による加工断面の観察

ペロブスカイトの
結晶構造

図1 自然光下での撮影

図2　背面照明による撮影

図3　図2の条件＋暗室での撮影

環境技術支援科　総括研究員　近藤 千尋 デジタル技術支援科　主任研究員　島 悠太
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１.はじめに
　これまで奈良県では、多様化する清酒の
嗜好に対応するため、県内の地域資源か
ら清酒用酵母を分離し、奈良県オリジナル
な清酒の製品化を進めてきました。しかし、
あまり利用が進んでいない県有酵母もあ
り、それらの新たな活用方法を見出すこと
が課題でした。
今回、県有清酒酵母についてビール醸造
への利用可能性を調査したところ、2008 
年に国立大学法人奈良国立大学機構奈
良女子大学と共同で奈良公園のナラノヤ
エザクラの花から分離した「ナラノヤエザ
クラ酵母（B17株）」がベルギービールの1
つであるセゾンスタイルビール醸造に利
用可能な株であることを新たに見出しまし
たので、その概要をご紹介します。

２.マルトース発酵能調査
　ビール醸造は、原料の麦汁に含まれる
糖を用いて酵母がアルコール発酵するこ
とにより製造されます。麦汁にはマルトー
スという糖が多く含まれており、酵母のマ
ルトース発酵能はビール醸造に必須です。
県有清酒酵母のマルトース発酵能を調査
したところ、ナラノヤエザクラ酵母には市
販ビール酵母と同等のマルトース発酵能
を有することが分かりました(図1)。

３.ナラノヤエザクラ酵母の種の再同定
ナラノヤエザクラ酵母は分離当初、酒類
製造用の酵母として一般的なSaccha-
romyces cerevisiae（S. cerevisiae）と
同定されていましたが、遺伝子解析により
種の再同定を行ったところ、S. cerevisi-
aeの変種で分泌性グルコアミラーゼを産
生できるSaccharomyces cerevisiae
var. diastaticus（S. diastaticus）であ
ることが新たに分かりました(図2)。S.
diastaticusは、ベルギービールの1つで
あるセゾンスタイルビールで主に用いられ
ており、ナラノヤエザクラ酵母もセゾンスタ
イルビール醸造に利用可能な株であると
考えられます。

４.おわりに
今回ご紹介したナラノヤエザクラ酵母で

すが、より華やかな香りを持たせたビール
の醸造を可能にするため、フルーティな香
気成分の酢酸イソアミルを高生産する
B17-L02株の育種にも成功しています
(表1)。ナラノヤエザクラ酵母にご興味が
ありましたら、お気軽にお問い合わせくだ
さい。
また、そのほかの県有酵母のご利用や新た
な酵母の開発等についてもご興味がござい
ましたら、お気軽に当科までご相談ください。

(1)はじめに
　ソックスは肌の保護、保温などの機能を
有するため高齢者には特に重要な衣類と
いえます。高齢者向けのソックスに関して
は、ずり落ちないように口ゴムでしっかり止
めるソックスよりも、口ゴムがない、あるい
は口ゴムが緩くてずり落ちにくいソックス
のニーズがあります。
　一方、ソックスの編み組織に関しては、
パイル編みにするとパイルループが空気
層を作るため保温性が良く、編地に厚みが
ありクッション性を持つため、足の冷え対
策やケガ防止対策として高齢者用には適
していると思われます。
　本研究では、被験者による官能評価実
験を行ってソックスレッグ部のパイルの高
さがソックスの履き心地に与える影響を調
べ、多変量解析を用いて快適なソックスを
選定しています。

（2）実験
2.1 試料
　パイルの高さとレッグ部下部圧迫力を
弱めの圧迫力と強めの圧迫力との組み合
わせで計4種類のソックスを試作しました。

2.2 ずり落ち量測定及び官能評価実験
　被験者は試料ソックスを着用し、靴を履
いてトレッドミルを用いて3 km/hで2分間
歩行動作を行いました。歩行終了後におい
て各被験者はSD法による官能評価実験
を行いました。評価項目は"ずり落ち感"、

"履くときの履きやすさ"、"肌ざわり"、"やわ
らかさ"、"圧迫感"、"フィット感"、"脱ぐとき
の脱ぎやすさ"、"総合的な履き心地"の8項
目です。

（3）実験結果からの最良な試料選定
　最良な試料を選定するために、官能評
価結果を用いて主成分分析を適用しまし
た。主成分分析を用いると、何種類もの要
因を総合化することができます。また総合
化された要因を用いてサンプルの順位付
けをすることができます。主成分分析の結
果、第1主成分は「フィット感」、「脱ぎやす
さ」、「履きやすさ」が正の係数として影響
が大きいため「着脱のしやすさ」に関連す
る主成分と考えられました。第2主成分は
「ずり落ち感」が正の係数として影響が大
きく、「やわらかさ」、「圧迫感」が負の係数
として影響が大きいので「ずり落ちにくさ」
に関連する主成分と考えられました。図1
より、どちらのスコアも良いソックスDを最
終試作品として選定しました。

図１　第1主成分と第2主成分の組合せによる
主成分得点　

（4）最後に
　衣類特に肌に密着するソックスに関して
は、生地の物性だけでなく被験者による官
能試験が評価のために重要であるため、
製品開発支援、あるいは共同研究でよく用
いています。

＜研究開発＞県オリジナル清酒酵母でのビール醸造を目指して 
高齢者向けの口ゴム部の締めつけが弱いソックスの感性工学的研究
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計量検定室のご紹介

　当センターでは、県内事業者の皆様を対象に、技術課題の解決に役立つ各種セミナーや
発表会を開催しています。ホームページやメールマガジン等で随時案内していますので、事
前にお申込みのうえ、お気軽にご参加ください。

１．「ならAIラボ」オープンデイ・セミナー
　「ならAIラボ」では、AI・IoTを手軽に体験いただけるオープンデイ・セミナーを随時開催し
ています。オンライン参加も可能です。
〈過去の開催テーマ〉
◇　Node-REDを用いたWebシステムの事例紹介
◇　製造業の自動化・省力化に関する講演会
◇　AIを活用した画像検査の最新動向と事例紹介　など

２．化学分析One to Oneセミナー
　開放機器を用いた成分分析・表面観察等の分析手法を、1回につき1名限定の個別・実習
形式で解説するセミナーを開催しています。

３．新規導入機器セミナー
　新規導入機器を対象に、操作方法や研究開発における活用法に
ついて解説するセミナーを開催しています。
〈今年度開催予定の内容〉
◇　X線CT装置（2月頃）
　→材料の内部構造を非破壊かつ高解像度で観察できます。
◇　分光蛍光光度計（12月～1月頃）
　→材料の蛍光特性の評価や劣化診断が可能です。

４．知的財産セミナー
　知的財産を事業・経営戦略に活かすためのノウハウやスキル向上を目指したセミナーを年
５回程度開催しています。オンライン参加も可能です。
〈今年度開催予定の内容〉
◇　10月25日（金）　第2回【知財取引情報】
◇　11月22日（金）　第3回【戦略的知的財産活用Ⅰ】
◇　12月17日（火）　第4回【戦略的知的財産活用Ⅱ】
◇　1月17日（金）　第5回【AI技術と戦略的知的財産推進】

５．研究発表会
　当センターにおける研究開発成果を公表する
研究発表会を毎年８月末頃に開催しています。
　今年は8月30日に開催し、32名の皆様にご参
加いただきました。

技術課題の解決に向けたセミナー
計量検定室　室長　村上 隆

「はかりの定期検査」のご案内
　計量検定室では、計量法に基づき、「適
正な計量」が実施されるために必要な取
組を行っています。
　主な業務の１つに、「はかり（質量計）の
定期検査」があります。取引・証明に使用す
るはかりは、２年に１度都道府県等による
検査を受検し合格することが必要です。　
　取引・証明に使用するというのは、工程
内部等ではなく、他の事業所や消費者等
対外的な行為に係るということです。具体
的に例を挙げると、以下のとおりです。
　◯小売店での値付け
　◯出荷する製品の内容量表示
　◯仕入品の検収
　◯学校や病院などでの健康診断
　◯病院や薬局での調剤

　当室では、奈良市を除く県内３８市町村
について、概ね下の表のとおり２年間で巡
回し検査を実施しています。具体的な日
程・場所は当室のホームページに掲載しま
す。
　なお、取引・証明に使用するはかりは、検

定証印もしくは基準適合証印が付された
ものでなければなりません。ご購入の際に
はお気を付けください。現在ご使用のはか
りにこれらの印が無ければ、早急な対応が
必要です。

　最新式のデジタル式であっても、下の写
真のような昔ながらのはかりであっても、
受検の必要性に変わりはありません。この
記事をご覧になってお使いのはかりに検
査が必要かもしれないと思われた方は、お
気軽に計量検定室までお問い合わせくだ
さい（TEL0742-30-4705）。

奇数年度　春期（４～６月）
　　　五條市　生駒市　高取町　明日香村
　　　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　
　　　天川村　野迫川村　十津川村
秋期（９～１１月）
　　　大和高田市　桜井市　葛城市
　　　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

偶数年度　春期（４～６月）
　　　大和郡山市　天理市　山添村　
　　　川西町　三宅町　田原本町　
　　　吉野町　大淀町　下市町　黒滝村
　　　下北山村  上北山村  川上村  東吉野村
秋期（９～１１月）
　　　橿原市　御所市　香芝市　宇陀市　
　　　曽爾村　御杖村

研究発表の様子 ポスター発表の様子

分光蛍光光度計

X線CT装置

案内
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◇　製造業の自動化・省力化に関する講演会
◇　AIを活用した画像検査の最新動向と事例紹介　など

２．化学分析One to Oneセミナー
　開放機器を用いた成分分析・表面観察等の分析手法を、1回につき1名限定の個別・実習
形式で解説するセミナーを開催しています。

３．新規導入機器セミナー
　新規導入機器を対象に、操作方法や研究開発における活用法に
ついて解説するセミナーを開催しています。
〈今年度開催予定の内容〉
◇　X線CT装置（2月頃）
　→材料の内部構造を非破壊かつ高解像度で観察できます。
◇　分光蛍光光度計（12月～1月頃）
　→材料の蛍光特性の評価や劣化診断が可能です。

４．知的財産セミナー
　知的財産を事業・経営戦略に活かすためのノウハウやスキル向上を目指したセミナーを年
５回程度開催しています。オンライン参加も可能です。
〈今年度開催予定の内容〉
◇　10月25日（金）　第2回【知財取引情報】
◇　11月22日（金）　第3回【戦略的知的財産活用Ⅰ】
◇　12月17日（火）　第4回【戦略的知的財産活用Ⅱ】
◇　1月17日（金）　第5回【AI技術と戦略的知的財産推進】

５．研究発表会
　当センターにおける研究開発成果を公表する
研究発表会を毎年８月末頃に開催しています。
　今年は8月30日に開催し、32名の皆様にご参
加いただきました。

技術課題の解決に向けたセミナー
計量検定室　室長　村上 隆

「はかりの定期検査」のご案内
　計量検定室では、計量法に基づき、「適
正な計量」が実施されるために必要な取
組を行っています。
　主な業務の１つに、「はかり（質量計）の
定期検査」があります。取引・証明に使用す
るはかりは、２年に１度都道府県等による
検査を受検し合格することが必要です。　
　取引・証明に使用するというのは、工程
内部等ではなく、他の事業所や消費者等
対外的な行為に係るということです。具体
的に例を挙げると、以下のとおりです。
　◯小売店での値付け
　◯出荷する製品の内容量表示
　◯仕入品の検収
　◯学校や病院などでの健康診断
　◯病院や薬局での調剤

　当室では、奈良市を除く県内３８市町村
について、概ね下の表のとおり２年間で巡
回し検査を実施しています。具体的な日
程・場所は当室のホームページに掲載しま
す。
　なお、取引・証明に使用するはかりは、検

定証印もしくは基準適合証印が付された
ものでなければなりません。ご購入の際に
はお気を付けください。現在ご使用のはか
りにこれらの印が無ければ、早急な対応が
必要です。

　最新式のデジタル式であっても、下の写
真のような昔ながらのはかりであっても、
受検の必要性に変わりはありません。この
記事をご覧になってお使いのはかりに検
査が必要かもしれないと思われた方は、お
気軽に計量検定室までお問い合わせくだ
さい（TEL0742-30-4705）。

奇数年度　春期（４～６月）
　　　五條市　生駒市　高取町　明日香村
　　　平群町　三郷町　斑鳩町　安堵町　
　　　天川村　野迫川村　十津川村
秋期（９～１１月）
　　　大和高田市　桜井市　葛城市
　　　上牧町　王寺町　広陵町　河合町

偶数年度　春期（４～６月）
　　　大和郡山市　天理市　山添村　
　　　川西町　三宅町　田原本町　
　　　吉野町　大淀町　下市町　黒滝村
　　　下北山村  上北山村  川上村  東吉野村
秋期（９～１１月）
　　　橿原市　御所市　香芝市　宇陀市　
　　　曽爾村　御杖村

研究発表の様子 ポスター発表の様子

分光蛍光光度計

X線CT装置

案内
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　奈良県産業振興総合センターでは、県内事業者の皆様との共同研究制度を設
けています。環境技術支援科では、セルロースナノファイバー(CNF)を活用したプ
ラスチック材料の開発研究を株式会社𠮷川国工業所(葛城市)と共同で実施し、材
料分析や物性評価を通じてCNF複合材料を活用したコンテナやワイン台、ブラシ
の実用化に貢献しました。

CNF複合材料が実用化されました。

奈良県産業振興総合センター　なら技術だよりNo.191（2024.10）

研究シーズ集（2024年度版）を発行しました

　当センターでは、研究成果や技術シーズを多くの皆様に知って
いただけるよう、研究シーズ集を発行しています。研究シーズ集に
は、「研究の概要」、「アピールポイント」や「用途・適用分野」を掲
載しています。
　このたび、2024年度版を作成しました。下記サイトで閲覧いた
だけるほか、印刷物は当センターの交流サロンで頒布しています。
　是非一度ご覧ください。

【掲載URL】https://www.pref.nara.jp/64263.htm

　7ページでご紹介した「化学分析One to Oneセミナー」を下記の日程で開催します。
　本セミナーは、令和3年度から毎回テーマを変えて企画しており、第8回目となる今回は、
「赤外分光法による分子構造解析」という内容です。赤外分光法は、当センターの開放機器
を利用して行える異物調査においては欠かせない分析手法の一つですので、県内で研究開
発や品質管理業務に携わられている皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

【日　時】: 令和６年11月6日（水）
　　　　　①10：0０～１１：3０、 ②１3：0０～１４：３０、 ③15：0０～１6：3０
【場　所】: 奈良県産業振興総合センター（奈良市柏木町129-1）
【対　象】: 県内事業所で研究開発や品質管理業務に従事されている方
【定　員】: 各回1名限定　※定員に達した時点で締め切ります。
【参加費】: 無料
【機　器】:フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 日本分光(株) FT/IR6600
【内　容】: 試料の前処理や測定方法、赤外吸収スペクトルの解析方法 など
【講　師】: 奈良県産業振興総合センター 環境技術支援科　近藤
【詳細・申込みURL】: https://www.pref.nara.jp/item/314685.htm#itemid314685
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